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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年５月28日に提出いたしました第52期（自　平成21年３月１日　至　平成22年２月28日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

４　事業等のリスク

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

　当社グループの経営成績、財政状況等に影響を及ぼす可能性があると考えられるリスクには、以下のようなものがありま

す。当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識したうえで、発生の回避および発生した場合の対応に努める方針で

あります。

　なお、文中における将来に関する事項は、有価証券報告書提出日（平成22年５月28日）現在において当社グループが判断し

たものであります。

 

（訂正前）

１～５　（略）

 

（訂正後）

１～５　（略）

６．法的規制について

　当社の製品および各事業所を規制する主な法的規制・行政指導は、以下のとおりであります。なお、新たな法規制、条例等

の改正により、当社グループの業績に影響を受ける可能性があります。

・化学物質の審査および製造等の規制に関する法律

・消防法

・水質汚濁防止法

・廃棄物の処理および清掃に関する法律

・石油コンビナート等災害防止法

　特に近年、環境に対する意識の高まりから「水質汚濁防止法」「廃棄物の処理および清掃に関する法律」の法改正が進

められる可能性が考えられ、当社工場からの廃棄物、排水等の処理にさらなる規制の強化が図られた場合には、工場内での

処理方法の開発、排出前処理のための設備投資等が必要となり、当社グループの業績に影響を受ける可能性があります。

 

７．製品の品質について

　当社グループは、ISO9001の認証取得を含む厳しい社内品質保証体制に基づき製品の品質と信頼性の維持向上に努めてお

りますが、製品の品質不良に伴うリスクを完全に排除することは不可能であり、万が一予期せぬ不良等が発生した場合、訴

訟その他のリスクがあります。当社グループの製品に品質保証問題が生じた場合には、補償費用が発生し、また、製品の信

頼を損なって顧客の喪失等に結びつき、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。当社グループは、製造物賠

償責任請求については保険に加入しておりますが、最終的に負担する賠償額をすべてまかなえるという保証は無く、製品

の欠陥が当社グループ業績に影響をおよぼす可能性があります。
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８．特許の出願方針について

　当社グループが開発した新技術に関して、基本的には特許を出願する方針でありますが、製造方法に関する特許等で侵害

発見が容易でないものおよび特殊潤滑油に関する特許等で組成を開示することにより配合ノウハウが他社に漏洩する可

能性があるものについては、秘密保持のため、出願を控える場合があります。このため他社が、当該事項に関する特許を出

願した場合には、特許が成立する可能性があります。なお、当社としてはこうした事態に備え、社内での当該事項の実施記

録を残すことにしており、「先使用権による通常実施権」を主張することができるよう対処しております。

 

９．海外市場での展開について

　当社グループは、タイ王国および中国で現地法人設立による生産販売拠点を設置し海外事業を推進しております。当社グ

ループ製品の海外売上高は、タイ王国・中国をはじめとするアジア地域を中心に、平成21年２月期2,356,279千円、平成22

年２月期2,307,359千円であり、売上高に対する比率はそれぞれ、17.3％、18.2％であります。これらの海外市場における景

気変動、通貨価値の変動、政治情勢の変化および法規制の変化等が、当社グループ業績に影響をおよぼす可能性がありま

す。
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